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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

「一般国道 12号札幌市創成改良工事」は，札幌市南 5条通から

北 3 条通を結ぶ延長 1.1km の地下道構築工事のうち創成川通と国

道 12号線の交差点部約 37ｍ区間のアンダーパス工事である． 

本工事は，開削工法で掘削を行い，既設のアンダーパスを取り

壊し，新たに内空高さ 5.4ｍ，内空幅 9.6ｍのアンダーパス上下線

（2 車線×2）のカルバートを建設するものである．本工事は，厳

冬期の施工となるため，路上交通規制を伴う場所打ちコンクリー

ト部を減らすため，上床版のフルプレキャスト化を図った．上床

版と側壁の接合部にはソケット式結合を採用した．本報では，こ

のソケット式結合を用いたボックスカルバートの施工技術につい

て紹介する． 

2222．．．．構造概要構造概要構造概要構造概要    

図‐1にボックスカルバートの断面図，図‐2にソケット部の詳

細を示す． 

ボックスカルバートの下床版と側壁は場所打ちＲＣ造とした．

側壁の上部をソケット構造とし， プレキャスト（以下 PCaとする）

部材の上床版をはめ込むかたちで施工した．上床版のプレキャス

ト部材の幅は覆工板上に設置できるクレーンの能力から，720mm

とし，側壁ソケット部及び PCa 部材同士の隙間は，施工誤差，製

作精度などを考慮し 50ｍｍとした．上床版架設後は，上床版の間

詰め部にコンクリートを打設し，硬化後 PCa 部材同士をＰＣ鋼棒

で縦締めし，ソケット部の隙間に無収縮のモルタルを充填した．

上床版の設置ステップ図を図‐3に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード ソケット式結合，プレキャスト，アンダーパス，開削工法 

連絡先：〒107-8388 東京都港区元赤坂 1-2-7 鹿島建設㈱土木設計本部 TEL 03-6229-6755 

①PCa 上床版架設 ②間詰めコンクリート打設 ③ PC 鋼棒の緊張 ④ソケット内モルタル打設 

 

   

図‐3 上床版の設置ステップ 
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写真-1 現場写真 

 

図‐2 ソケット部詳細図 
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3333．．．．設計概要設計概要設計概要設計概要    

ソケット式結合方式に関する既往の研究には， F.レオンハ

ルト 1)らによる設計手法および R.M.Canha
2)らによるソケッ

ト内の摩擦を考慮した設計手法が提案されている． 

ソケット構造による接合部には，図‐4に示すようにソケ

ットの壁部分に柱軸方向鉄筋とフープ鉄筋を配置した． 

柱とソケットが完全に一体として挙動するものとし，ソケ

ット底面（A‐A 断面）でのＲＣ断面計算により，柱軸方向

鉄筋の応力度照査を行い，安全性を確認した．また，安全側

に，柱とソケットの付着が劣化により完全に切れた場合も想

定し，図‐4に示すようにソケットの上下端に作用する水平

力に対して，フープ鉄筋の軸引張力で抵抗するものとして，

フープ鉄筋の応力度の照査を行い，安全性を確認した． 

既往の研究は，活荷重による繰返し荷重を受ける場合の疲

労耐久性は確認されていないため，本工事での適用に先立ち，

ソケット式結合方式の耐荷性状および疲労特性の確認を目

的とした縮小模型実験を実施し，設計手法の妥当性を確認し

た．実験の詳細は，「ソケット式結合を用いたボックスカル

バートの施工（その２）‐構造性能実験の概要‐」3)に示す． 

4444．．．．施工施工施工施工    

 上床版の設置は，道路の規制が可能な夜間に行った．作業

帯設置後に覆工板を撤去し，現場打ちで先行施工された側壁

上部に設けたソケット（写真-2）に工場で製作された門形の

PCa上床版をクレーンにて架設した．上床版の設置後は覆工

板を復旧し，交通解放した上で間詰めコンクリートを打設し，

その後縦締め用 PC鋼棒の緊張，ソケット内モルタルを注入

した．現場打ちを減らして上記の作業を繰り返し行うことで，

短期間で上床版の施工が可能となった． 

5555．．．．まとめまとめまとめまとめ    

 場所打ち部を減らしたフルプレキャストの上床版と簡易

に結合できるソケット式結合方式を採用することで，上床版

の施工における省力化を図ることができた． 
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写真-3 上床版架設状況 

 

写真-2 ソケット部 

 

図‐4 ソケット部概要図 
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